
 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和４年 11 月９日（水） 11：55～12：45 

２ 生徒数  男子 10名 女子３名 計 13名 

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科 第３学年 安芸太田町立安芸太田中学校  

      天体の動きと地球の自転・公転          協調学習  

               「主体性」「知識・情報活用能力」 

          天文学を学ぶ意義は何だろう。 

          地球から天体を観察すると，動いて見えるのはなぜだろう。 

単元名 

本単元で育成する資質・能力 

本質的な問い 

単元を貫く問い 

【指導観】 

 本単元の目標を達成するために，特に次の２点を意識して指導を行う。 
① 二つの視点の明確化 
「地球から見た視点」と「宇宙から見た視点」の二つの視点の違いを常に明確にしながら授業を進めてい

く。そのために，単元全体を通して天体をモデル化し，地球から観察される天体の動き（地球から見た視点）
を，モデルを操作しながら宇宙空間から地球を俯瞰するような視点（宇宙から見た視点）で説明する活動を
通して，天体現象を二つの視点で捉えられるようにする。また，ICT やデジタルコンテンツを積極的に活用
することで，天体の位置関係や運動について相対的に捉えることができるようにする。 
 ② 「思考力・判断力・表現力」の育成 
生徒が主体的に学び合える学習環境として，ペアや班等の小集団での学習活動や「知識構成型ジグソー

法」を用いた協調学習を意図的に単元の中に取り入れていく。特に「知識構成型ジグソー法」を用いた協調
学習では，提示された資料（基礎的・基本的な知識及び技能）を活用し，他者との対話の中で，協働的に課
題を解決していく学習を通して，生徒一人一人が理科の見方や考え方を働かせながら，自らの考えを深め，
表現することで「思考力・判断力・表現力」を高めていく。 

 

【単元観】 
 本単元は，学習指導要領「（６）地球と宇宙 ア 
天体の動きと地球の自転・公転」を受けて設定し
た。ここでは，太陽や星座の日周運動の観察を行
い，天体の日周運動が地球の自転による相対運動
であることを理解させるとともに，季節ごとの星
座の位置の変化や太陽の南中高度の変化を調べ，
それらの観察記録を，地球が公転していることや
地軸が傾いていることと関連付けて理解させるこ
とがねらいである。 
 また，本単元では，実際の天体の観察やモデル，
ICT，デジタルコンテンツ等を活用した実験を行
い，天体の運動やその運動による見かけの動きを，
「地球から見た視点」と「宇宙から見た視点」で捉
えさせる。このような学習を通して，天体の位置
関係や運動について相対的に捉える見方や考え方
を養うとともに，地球や宇宙に関する自然の事物・
現象を時間的・空間的な視点で捉えることで，科
学的に探究するために必要な資質・能力を育成す
ることができる単元となっている。 
 
 

【生徒観】 
 令和４年度全国学力・学習状況調査の理科に
おいて，観点別に正答率をみると，「知識・技能」
では 52.7％（県平均 43.9％）と高く，基礎的・基
本的な知識・技能が身に付いている生徒が多い。
しかし，「思考・判断・表現」では，52.2％（県平
均 51.4％）となっており，誤答分析から知識・技
能を活用し，観察や実験の結果などの情報を分析
して解釈し，判断したり推論したりする力（「思考
力・判断力・表現力」）に課題があると考えられる。  
また，本単元に関連した内容の定着を把握する

ためにプレテスト（別紙参照）を行った。問 1 の
正答率は 92.3％と高く，地球上から観察される星
の動きについては，多くの生徒が理解している。
しかし，問 2の正答率は 38.5％，問 3の正答率は
15.4％と低い。このことから，地球上から観察さ
れる星の動きについては理解しているものの，星
の動きの原因や天体同士の位置関係について，観
察者の視点を地球上から宇宙空間に移動させ，宇
宙空間から地球を俯瞰するような視点（宇宙から
見た視点）で捉える見方や考え方に課題があると
考えられる。 
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授業研究のための見とりの観点シート 

本時特に育成したい資質・能力 この授業の中で期待する資質・能力の発揮のされ方 資質・能力が発揮された姿の具体例（発言など） 

情報収集力 
各エキスパート資料から，内容を読み取り，必要なことを整理

し，まとめることができる。 

〇 資料Ａから 

・地球上から観察される星座の１時間ごとの動きをまとめると，１時間ごとに約 15 度の速さ

で，東の空→南の空→西の空へと移動している。 

・地球上から観察される星座の１か月ごとの動きをまとめると，１か月ごとに約 30 度の速さ

で，東の空→南の空→西の空へと移動している。 

〇 資料Ｂから 

・地球は，地軸を中心として１日に約１回転（約 360 度），西から東に回転（自転）している。 

そのため，正面に見えていたオリオン座が３時間後には，正面（真南）から西に約 45 度移

動した位置に見える。 

〇 資料Ｃから 

・地球は，太陽の周りを１年で 360 度，西から東に回転（公転）している。 

そのため，正面に見えていたがオリオン座が１か月後の同じ時刻には，正面（真南）から西

に約 30 度移動した位置に見える。 

知識・情報活用能力 
それぞれの資料や活動で得た，知識・情報を活用（統合）して，

課題に対する答えを導き出すことができる。 

○ 資料Ａ・Ｂから 

「地球上から観察される星座の１時間ごとの動き（１時間に東から西に 15 度移動）は，地球

が１日に約 360 度西から東に回転（自転）していることが原因なんだ。」 

○ 資料Ａ・Ｃから 

「地球上から観察される星座の１か月ごとの動き（1か月に東から西に 30 度移動）は，地球

が太陽の周りを１年に 360 度西から東に回転（公転）していることが原因なんだ。」 

○ 資料Ａ・Ｂ・Ｃから 

 「地球から見た視点で，９月９日 24 時の星座の位置から，本日（11 月９日 21 時）の星座

の位置を予想するには，星座の１時間ごとの動きと１か月ごとの動きの二つを組み合わせ

て考えることが必要だね。」「その根拠を，宇宙から見た視点で説明するには，太陽・地球・

オリオン座の位置関係と地球の自転・公転の動きを使うとよさそうだ。」 

主体性 

生徒一人一人が主体的に，他者の説明に対して，分からない所

を質問し，確認できる。 

その質問に対して，相手に分かるように説明できる。 

「何で？」「どうして？」「～っていうこと？」「ここもう一回説明して」 

「だから，～だよ」「ここは，～という意味だよ」「じゃけぇ，～よ」 

思考力・判断力・表現力 

最後の記述で，本時の学習をもとに課題に対する自分の考えを，

言葉や図で記述（表現）することができている。 

自分の考えをまとめるときに，科学用語を適切に使用し，記述

することができている。 

以下の四つの要素を結び付け，「地球から見た視点」で星座の見える位置を予想し，「宇宙か

ら見た視点」でその根拠を説明している。 

・星の日周運動は，地球の自転による見かけの動きである。 

・地球は，地軸を中心として１日に約１回転（約 360 度），西から東に回転（自転）している

ので，地球から星を見ると東から西に，１時間あたり約 15 度動いて見える。 

・星の年周運動は，地球の公転による見かけの動きである。 

・地球は，太陽の周りを１年で１回転（360 度），西から東に回転（公転）しているので，地

球から星を見ると同じ時刻では東から西に，１か月あたり約 30 度動いて見える。 
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